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はじめに 1
このチュート リアルでは、 Unify NXJ を使用した定義済みのビジネスプロセスを
基にして、自動化された order processing アプリケーシ ョ ンの開発、配備、実行
を習得します。

このビジネスプロセスは、注文を受けて製品を出荷するまでの多くのビジネスで
共通する仕事を表わしています。 このアプリケーシ ョ ンを具体的に想像するため
に、印刷された注文書を想像して く ださい。顧客が、 この注文書に自分は誰で、
何が欲しいのかを書き込むことからこのプロセスはスタート します。次に、会社
の営業部門がこの注文書を受け取り 、情報を確認してから 、出荷部門に送りま
す。出荷部門では、出荷の準備をして、パッケージに郵送のト ラ ッキング番号を
割り当てます。最後に、 この注文書は経理部門に渡り 、代金の回収がされること
となります。

これらの手動によるステップを 、一貫した自動ビジネスプロセスに変えるため
に、 Unify NXJのビジネスプロセス管理 （ BPM ） 機能を使います。最初に、
ActiveWorkflowデザイナのグラフ ィ カルモデリングツールを使って、プロセスの
ステップを定義します。各ステップでは、誰がそのステップを実行する権限を持
ち 、どのような情報が必要かを指定します。 ActiveWorkflow デザイナは、その結
果、プロセスを記述する XML形式のファイルを作成します。
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プロセスができ上がると 、 J2EE環境の ActiveWorkflow エンジンに配備されま
す。 ActiveWorkflow エンジンは、例えば、注文 1件毎にあたる 、プロセスインス
タンスを管理して、注文が誰かの処理や承認を受ける状況になっていることを確
実にその担当者に伝わるようにします。 ログインをして自分のタスクリス ト を確
認すると 、自分の処理待ちになっている注文を確認することができます。
例えば、営業部門の人であれば、承認待ちになっている新規の注文のリス ト を見
ることができますが、既に承認されて出荷に送られた注文は、処理待ちリス トに
は記載されていません。
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タスクの概要 2
このチュート リアルで実行するステップは、次のタスクにまとめられています。

タスク  1: NXJ プロジェク トの作成 
タスク  2: ビジネスプロセスの定義
タスク  3: アクテ ィ ビテ ィ フォームの生成とプレビュー
タスク  4: アクテ ィ ビテ ィ フォームのカスタマイズ
タスク  5: ActiveWeb コンポーネン トの構築
タスク  6: ActiveWeb コンポーネン ト をアクテ ィ ビテ ィ フォームに配置
タスク  7: アプリケーシ ョ ンの配備 ・実行 

それぞれのタスクは、以下の章で詳細に説明されています。

サンプルアプリケーシ ョ ンの完成版は、 Unify NXJ に含まれています。 Unify NXJ
開発ツールから 、以下のプロジェク ト フ ァイルを開く とアプリケーシ ョ ンの完成
版を見ることができます。

<UNIFY_WORK>\projects\examples\ordmgmt\ordmgmt.prj

ここで 、完成版のプロジェク ト を開けば、 タスク ７までスキップすることも可能
です。自分自身で構築する代わりに、 この完成版のプロジェク トを利用する場
合、 “ MyBusinessProcess ” となっている部分はすべて “ ordmgmt ” になるこ
とに注意して く ださい。

注 – チュート リアルガイ ドにそって作成したプロジェク ト と完成版プロジェク トで
は、実装している機能が異なります。

<UNIFY_WORK> ディ レク ト リは、 Unify NXJ アプリケーシ ョ ンのファイルが保
存されている場所です。 これは、 Unify NXJがインス トールされているディ レク
ト リ とは異なります。 これらのディ レク ト リは、 Unify NXJがインス トールされ
るときに決められます。デフォルトでは、 <UNIFY_WORK> は 
C:\Unify\NXJWork です。
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Unify NXJのインス トールに関する詳細は、 『 Unify NXJ インス トールガイ ド 』 を
参照して く ださい。
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タスク  1: 
NXJ プロジェク トの作成 3
NXJ プロジェク トには、 ビジネスプロセス定義とその他のアプリケーシ ョ ンコン
ポーネン トが保存されます。以下の手順に従って、サンプルアプリケーシ ョ ンの
新規プロジェク ト を作成します。

1. Windowsのスタート メニューから 、すべてのプログラム > Unify NXJ > NXJ
開発ツール を選択します。  

サンプルアプリケーシ ョ ンでは、 ActiveWorkflowデザイナと NXJ フォーム
処理の Unify NXJ開発ツールだけを使用します。

Unify NXJ開発ツールが開き 、サンプルプロジェク トが表示されます。 この
プロジェク トは、注文処理アプリケーシ ョ ンですが、 Unify NXJの
ActiveWorkflowの機能を使用していません。 これから作成する注文処理アプ
リケーシ ョ ンは、 ActiveWorkflowの機能を使用します。

2. Unify NXJ開発ツールメニューから 、 ファイル > 新規プロジェク ト  を選択し
ます。

新規プロジェク トオプシ ョ ンダイアログが表示されます。

3. 新規プロジェク トオプシ ョ ンダイアログにて、次の値を入力あるいは選択を
します。

名称 :  MyBusinessProcess
プロジェク トディ レク ト リ : C:\Unify\NXJWork\projects 
新規プロジェク トの作成 : （ 選択する ）
ActiveWorkflow Jar ファイルをクラスパスに追加 : （ チェ ッ クする ）
ActiveSOA Jar ファイルをクラスパスに追加 : （ チェ ッ クしない ）
Workflow/SOA/Report Jar ファイルを EAR ファイルに含める :
（ チェ ッ クする ）
再利用機能を有効にする （ チェ ッ クする ）
ソース管理からプロジェク ト を取り出す : （ 選択しない ）
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4. 次へ ボタンをク リ ッ クします。

デフォルトデータベース接続ダイアログが表示されます。サンプルアプリケ
ーシ ョ ンは、実行環境にてデータベースアクセスが必要となるので、 Unify 
NXJ開発ツール上においてもデータベースアクセスを必要と します。設計時
にアプリケーシ ョ ンのデータソースと接続することで 、 Unify NXJ開発ツー
ルは、関連する ActiveWeb コン ト ロールの生成および構成を自動化すること
ができます。 ActiveWeb コン ト ロールは、追加プログラ ミ ングの必要のない
サーバサイ ドデータベースのテーブル、 もし くは ActiveWorkflow プロセスア
クテ ィ ビテ ィオペランドのような 、データソースエレメン トに自動接続を提
供する一組の詳細な data-aware なコン ト ロールです。

5. デフォルトデータベース接続ダイアログにて、次の値を入力あるいは選択し
ます。

名称 :  OrdMgmtDB
タイプ :  Other JDBC Database （ ド ロップダウンリス トから選択する ）
Jar/Zip ファイル :  C:\Unify\NXJ\lib\jdbcDrivers\Fositex.jar 
 （ 選択ボタンをク リ ッ クして 、 Jar ファイルのリス トにアクセスする ）
ユーザ名 : （ ブランクのまま ）
パスワード : （ ブランクのまま ）
実行時に使用するデータソース :  OrdMgmtDB
ド ライバ :  com.inet.csv.CsvDriver
URL:  jdbc:csv:C:\Unify\NXJWork\projects\examples\ordmgmt\database\DB

注 – Jar/Zip フ ァイルと URLの上記の値は、 Unify NXJのデフォルトの場所を前
提と しています。 (C:\Unify\) 　 も し 、 Unify NXJ を別の場所にインス トールした
場合は、 これらを適切な値に変更して く ださい。

6. ダイアログ上で、テス ト  ボタンをク リ ッ クします。

「 接続できました。 」 のメ ッセージが表示されます。了解ボタンをク リ ッ ク
します。

接続に失敗した場合、ダイアログに入力した情報がステップ 5の内容と一致
するかを確認して く ださい。

7. 完了 ボタンをク リ ッ クします。

実行時データソースの作成ダイアログが表示され、 このデータソースがアプ
リケーシ ョ ンサーバに登録されたことが分かります。  
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ほとんどのアプリケーシ ョ ンサーバにおいて、データソースの定義は面倒な
作業ですが、 このデータソース作成の自動化が、アプリケーシ ョ ン開発時間
を効率化します。そして 、アプリケーシ ョ ンの設計および開発において、自
動化することができないタスクに集中することができます。

8. 実行時データソースの作成ダイアログで、はい ボタンをク リ ッ クします。

これで、 NXJ プロジェク ト を作成して、そのデータベース接続の構成が完了
しました。 このアプリケーシ ョ ンでは、アクセスされるデータはすべて同じ
データベースに存在します。 NXJ アプリケーシ ョ ンは、 レガシーアプリケー
シ ョ ンや XMLのようなカスタムデータソースおよび、複数の JDBC データ
ベースに同時にアクセスすることができます。
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タスク  2: 
ビジネスプロセスの定義 4
ビジネスプロセスの定義は、以下のタスクから成り立っています。

サブタスク  1: アクテ ィ ビテ ィの定義
サブタスク  2: オペランドの定義
サブタスク  3: フロー制御エレメン トの追加
サブタスク  4: インボイス送付アクテ ィ ビテ ィのポリシーの定義

サブタスク  1: アクテ ィビテ ィ と関連する
スイムレーンの定義

アクテ ィ ビテ ィは、 ビジネスプロセスの仕事の基本となる構成単位です。今回の
プロセスは、 5 つのアクテ ィ ビテ ィ を持っています。  

• View Order

一旦、注文が登録されると 、顧客は注文番号で注文の状況をチェ ッ クするこ
とができます。

• Receive Order

注文が最初に登録された時に、営業担当はその注文を承認します。  
• Fill Order
営業により注文が承認された時に、出荷担当はその注文の出荷を行います。

• Send Invoice

支払いが注文書ごとに行われる場合は、請求書を送付します。

• Receive Payment

入金が確認されたら 、経理担当は入金処理を行って注文を完了させます。
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これらのアクテ ィ ビテ ィ を定義するために、以下のことを行います。

1. Unify NXJ開発ツールのプロジェク ト タブを開きます。

プロジェク ト タブ上で、アプリケーシ ョ ンのコンポーネン トの管理が一括し
て行えます。  

2. プロジェク ト タブで 、 Process Definitions フォルダを右クリ ッ クして
新規作成 > Process を選択します。

"ActiveWorkflow エンジンの初期化中 ..." というポップアップメ ッセージがし
ばら く表示されます。 ActiveWorkflow エンジンは、実行時のプロセスインス
タンスを管理します。

ActiveWorkflowデザイナのウィ ン ドウが表示され、編集用の新規プロセスが
表示されます。

ActiveWorkflowデザイナのウィ ン ドウは、左側のプロセスツリーと右側のプ
ロセス図の 2 つのセクシ ョ ンに分割されています。プロセスツリーは、作成
されるプロセスを階層形式で表示するもので、プロセス内のすべてのコンポ
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ーネン ト を見ることができます。プロセス図は、プロセスをグラフ ィ カルに
表示し 、標準的な WYSIWYG技術を使用して 、プロセス図を編集すること
ができます。

新規のプロセスには、プロセスのスタート （ 緑の矢印 ） とス ト ップ （ 赤の
× ）のアイコンが既に配置されています。

プロセスはデフォルトの名前で作成されるので、プロセスの名前を変更する
には、 Unify NXJ開発ツールに戻る必要があります。

3. Unify NXJ開発ツールのプロジェク ト タブで 、 "Process1" エン ト リを右ク
リ ッ クしてメニューから名前の変更を選択します。

4. "OrdMgmt" を新しいプロセス名と して入力します。  

ActiveWorkflow デザイナに戻って、 ビジネスプロセスの構築を行います。  

5. ActiveWorkflow デザイナにおいても 、プロセスツリーの "Untitled1" エン ト
リを右クリ ッ クして編集を選択し 、プロセスの名前の変更を行います。
ラベルフ ィールドを "OrdMgmt" に変更して、 OK ボタンをク リ ッ クしま
す。

次に、図に 5 つのプロセスのアクテ ィ ビテ ィ をそれぞれ追加します。

6. ActiveWorkflow デザイナツールバーで、アクテ ィ ビテ ィの追
加 ボタンをク リ ッ クして 、プロセスレイアウトのスタート と
ス ト ップアイコンの間をクリ ッ クして 、アクテ ィ ビテ ィ を配
置します。

7. ステップ 6 をあと 4回繰り返して、合計 5 つのアクテ ィ ビテ
ィ を配置します。

8. アクテ ィ ビテ ィ とスタート / ス ト ップアイコンを調整して、次のような見た
目にします。

アクテ ィ ビテ ィの
追加ボタン
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アクテ ィ ビテ ィの配置場所はプロセスの実行順には関係な く 、見た人の見易
さの問題です。今回のプロセスは、上から下への流れです。

9. アクテ ィ ビテ ィ をダブルクリ ッ クして 、アクテ ィ ビテ ィの編集ダイアログを
表示して、各アクテ ィ ビテ ィの構成変更をします。

OK ボタンをク リ ッ クして 、各ダイアログを終了します。

アクテ ィ ビテ ィ 入力する情報 
Activity0 ラベル : View Order
Activity1 ラベル : Receive Order
Activity2 ラベル : Fill Order
Activity3 ラベル : Send Invoice
Activity4 ラベル : Receive Payment
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10. ActiveWorkflow デザイナツールバーで、スイムレーンの追加
ボタンをク リ ッ クします。

これにより 、スイムレーンオブジェ ク ト をプロセス図内に配
置することができます。

11. View Order アクテ ィ ビテ ィの左すぐ上をク リ ッ クして 、
そのまま左クリ ッ クボタンを保持したままド ラ ッグして 、スイムレーンが
View Order アクテ ィ ビテ ィ を囲うようになったところでク リ ッ クボタンを離
します。  

スイムレーンは、誰がそのアクテ ィ ビテ ィ を実行するかを定義します。View 
Order アクテ ィ ビテ ィは、定義内容に従って、 Customersのロールを持った
ユーザだけが実効できます。

12. ステップ 10 と 11 を Receive Order 、 Fill Order 、 Receive Payment アクテ
ィ ビテ ィに対して繰り返して行います。  

13. 各スイムレーンをダブルクリ ッ クして 、スイムレーンの編集ダイアログを表
示します。各ダイアログで、以下の情報を入力します。

アクテ ィ ビテ ィ スイムレーンの編集ダイアログに以下の情報を入力 
View Order アクターのロール : Initiative Participant

タイプ : Group
値 : Customers

Receive Order アクターのロール : Initiative Participant
タイプ : Group
値 : Sales

Fill Order アクターのロール : Initiative Participant
タイプ : Group
値 : Shipping

Send Invoice ( スイムレーン無し ）
Receive Payment アクターのロール : Initiative Participant

タイプ : Group
値 : Accounting

スイムレーンの
追加ボタン
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OK ボタンをク リ ッ クして 、各ダイアログを終了します。

注 – 各アクテ ィ ビテ ィでは、 タイプフ ィールドに "Group" を確実に設定して く だ
さい。 もし 、 タイプがデフォルトの "User"のままだと 、実行時には、適切な権限
が与えられていないために、ユーザがアクテ ィ ビテ ィ フォームにアクセスできな
く なります。

プロセス図は、以下のようになります。
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サブタスク  2: オペランドの定義

アクテ ィ ビテ ィが完了したら 、アクテ ィ ビテ ィが次のアクテ ィ ビテ ィに順に受け
渡すデータが必要になります。今回の場合は、注文を入れた顧客の情報とユニー
クな注文番号がこのデータになります。プロセスでは、データは、オペランドを
介して受け渡されます。アクテ ィ ビテ ィが利用するオペランドの定義は、以下の
ステップで行います。

1. プロセスツリーで 、 Operands フォルダを右ク リ ッ クして 、新規オペランド
の作成を選択します。

2. オペランドの編集ダイアログで 、以下の値を入力して、 OK ボタンをク リ ッ
クします。

名前 : CUST_CD
データ タイプ : Number
値 : 0
作成プロセス : OrdMgmt
スコープ : すべてのサブツリーに公開 （ チェ ッ クする ）

3. 前の 2 つのステップを繰り返して、次の 2 つのオペランドを作成します。

名前 : Order Number
データ タイプ : Number
値 0
作成プロセス : OrdMgmt
スコープ : すべてのサブツリーに公開 （ チェ ッ クする ）

名前 : PayType
データ タイプ : Picklist
デフォルト値 : PO
リス ト値 :  PO, CC
作成プロセス : OrdMgmt
スコープ : すべてのサブツリーに公開 （ チェ ッ クする ）
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サブタスク  3: 
フローコン ト ロールエレメン トの追加

フローコン ト ロールは、アクテ ィ ビテ ィが発生する順番を指定します。例えば、
Fill Order アクテ ィ ビテ ィは、 Receive Order アクテ ィ ビテ ィが正し く終了した後
に発生しなければなりません。接続ラインは、 2 つのアクテ ィ ビテ ィの順序付け
るフローコン ト ロールの 1 つです。 ここで使用する他のフローコン ト ロールは、
結合 /分岐バーの追加と決定アクテ ィ ビテ ィです。

1. ActiveWorkflow デザイナツールバーから 、結合 /分岐バーの
追加をクリ ッ クしてからスタートバーの下をクリ ッ クして 、
バーを配置します。

2. バーを右クリ ッ クして 、縦 /横を変更 を選択すると 、バーは
水平になります。

結合 /分岐バーは、扇状に複数のプロセスへのパスを作成したり （ 分岐 ） 、
逆に複数のパスからひとつのパスに接続すること （ 結合 ） もできます。
今回の例では、パスはプロセスの開始直後に分岐し 、 Receive Order 、 も し
くは、 View Orderが最初のアクテ ィ ビテ ィ となります。

結合 /分岐 
バーの追加
ボタン
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3. ActiveWorkflow デザイナツールバーで、接続ラインの追加をまず
クリ ッ クして 、スタートアイコンから統合 /分岐バーにド ラ ッグ
することで 、スタートアイコンを統合 /分岐バーに接続します。  

4. ステップ 3の説明を参照して、以下の図に示されるように、統合 /分岐バー
を View Order アクテ ィ ビテ ィ と Receive Order アクテ ィ ビテ ィに接続しま
す。  

注 – 接続ラインをアクテ ィ ビテ ィにド ラ ッグするときには、周りを囲むスイムレ
ーンではな く 、アクテ ィ ビテ ィのオブジェ ク ト までド ラ ッグして く ださい。  

接続ライン
の追加
ボタン
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接続ラインは、定義されたステータス値が必要です。ステータスは、
ActiveWorkflow エンジンにアクテ ィ ビテ ィが終了したことを示すフラグにあ
たるものです。  

5. プロセスツリーで、 Statuses フォルダを右ク リ ッ クして新規ステータスの
作成を選択します。

6. ステータスの編集ダイアログで、名前フ ィールドに Approved と入力しま
す。

ダイアログの他のフ ィールドに入っているデフォルトの値は、 このビジネス
プロセスではそのままでかまいません。

7. OK ボタンをク リ ッ クします。

8. 前の 3 ステップを繰り返して、次のステータスを追加します。

Filled
Received
Sent

9. ステップ 3 に説明されたプロセスを使って、 Receive Order アクテ ィ ビテ ィ
を Fill Order アクテ ィ ビテ ィに接続します。

10. 新規で追加された接続ラインを右クリ ッ クして 、ステータスの変更 > 
Approved を選択します。

11. ActiveWorkflowデザイナツールバーで、決定アクテ ィ ビテ ィ
の追加 ボタンをク リ ッ クして 、プロセスレイアウト をク リ ッ
クして決定アクテ ィ ビテ ィ を次の図に示された場所に配置し
ます。 決定

アクティビティ
の追加ボタン
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決定アクテ ィ ビテ ィ コンポーネン トは、 2 つのパスを選択するのに使用され
ます。決定アクテ ィ ビテ ィは、固有のロジッ ク表記の設定の評価 ・判定によ
りパスを選択します。決定アクテ ィ ビテ ィに入ったときに、 ActiveWorkflow
エンジンは、次に行くパスを決定するアクテ ィ ビテ ィに定義されたロジック
表記を判定します。  

12. 決定アクテ ィ ビテ ィアイコンをダブルクリ ッ クして 、 Decisionの編集ダイア
ログを表示します。ダイアログでは、次の情報を入力します。

ラベル : Credit Card または Purchase Order?
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13. Decisionの編集ダイアログ上で、追加 ボタンを押して、二値式の追加ダイア
ログを表示します。

この Decision ブロッ クでは、 クレジッ ト カード支払いの場合は請求書の送付
が不要となるため、支払い方法がクレジッ ト カードかどうかをプロセスが判
断できなければなりません。 （ Send Invoice アクテ ィ ビテ ィ を実行する必要
がな く なります。 ）

14. 二値式の追加ダイアログで、以下の値を入力します。

ラベル : Credit Card
式 :  PayType=’CC’

15. OK ボタンをク リ ッ クして 、二値式の追加ダイアログを終了します。

16. Decisionの編集ダイアログで、 OK ボタンをク リ ッ クしてダイアログを終了
します。

17. ステップ 3 に説明されたプロセスを使って、残りのアクテ ィ ビテ ィ を以下の
ように接続します。

接続ラインを引く始
めのアクティビティ

接続ラインを繋ぐ
アクティビティ
またはアイコン

セットするステータス（右ク
リックでキーワードを選択）

Fill Order Decision Node Filled

Decision Node Send Invoice Otherwise

Decision Node Receive Payment Credit Card

Send Invoice Receive Payment Sent

Receive Payment Stop Done
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18. 以下に示されるように、プロセスが、アクテ ィ ビテ ィ 、統合 /分岐バー、ス
イムレーン 、接続ライン 、ステータスが定義されているかを確認します。

オブジェク ト間の配置は、図に一致していな く ても構いません。すべての要
素があり 、名前が正しければビジネスプロセスは正し く定義されています。
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サブタスク  4: 
Send Invoice アクテ ィビテ ィのポリシー定義

ポリシーは、事前に定義されたイベン トの発生に基づ くい くつかの定義されたア
クシ ョ ンを起動するのに使われます。ポリシーは、 イベン ト とアクシ ョ ンの二つ
の部分から成っています。 イベン トは、アクシ ョ ンを実行するポリシーのト リガ
となるものです。今回定義する Generate Invoice ポリシーは、支払い方法が
Purchase Orderの場合に、請求書を作成、送付を行います。

1. プロセスツリーで、アクテ ィ ビテ ィ フォルダを開いて、 Send Invoice アクテ
ィ ビテ ィ を開きます。

2. Policies フォルダを右クリ ッ クして 、新規ポリシーの作成を選択します。

3. ポリシーの編集ダイアログで、以下の値を入力あるいは選択をします。

イベン ト : （ 選択 ）  ProcessStarted
アクシ ョ ン : （ 選択 ）  AddStatusToProcess
説明 : （ 自動的に他のダイアログの値に基づいて設定される ）
プロセス : （ 選択 ） ) OrdMgmt/Send Invoice
ステータス : （ 選択 ）  OrdMgmt /Sent
ポリシーラベル : Generate Invoice

4. OK ボタンをク リ ッ クして 、ポリシー情報を保存して、ダイアログを終了し
ます。

5. ファイル > 保存 を選択します。  

プロセス定義を終了したので、 ActiveWorkflow デザイナを最小化するか閉じるこ
とができます。  
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 タスク 3: 
アクテ ィビテ ィ フォームの
生成とプレビュー 5
ビジネスプロセスの定義が完了したので、次に、アクテ ィ ビテ ィ フォームと呼ば
れるプロセスへのユーザインタフ ェースの構成 /作成を Unify NXJ開発ツールを使
って行います。 Unify NXJが高い生産性を実現する特長の 1 つが、様々なデータ
ソースから関連するデータで、迅速にリ ッチで機能的なユーザインタフ ェースを
ビジネスプロセスに付けられることです。 ここで言うデータソースには、データ
ベース、 Webサービス、 メ インフレーム上の基幹系アプリケーシ ョ ン等が含まれ
ます。 このタスクで見られるように、 このアプリケーシ ョ ンのフロン トエンドの
フレームワークは、自動的に生成され、操作可能なプロセスへのインタフ ェース
になっています。

以下のタスクでは、 これらのフォームにデータベースに割当てられたフ ィールド
を追加します。 NXJ アプリケーシ ョ ンでは、 フ ィールドは、アプリケーシ ョ ンデ
ータに割当てることも可能です。  

このタスクは、以下のサブタスクを持っています。  

サブタスク  1: デフォルトアクテ ィ ビテ ィ フォームの生成
サブタスク  2: アクテ ィ ビテ ィ フォームをプロセスにマップ
サブタスク  3: 実行環境におけるデフォルト フォームの表示
サブタスク  4: OrdMgmt プロセスを開始し 、 Start_Order フォームを使用し

て注文を入力 

サブタスク  1: 
デフォルトアクテ ィ ビテ ィ フォームの生成

以下のステップでアクテ ィ ビテ ィ フォームを生成します。  

1. Unify NXJ開発ツールで、 フ ァイル > デフォルト フォームの作成 を選択しま
す。
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デフォルト フォームの作成ウィザードが表示されます。

2. プロセス ボタンをク リ ッ クします。

3. OrdMgmtがプロセスフ ィールドに表示されていることを確認します。

パネル上の残ったオプシ ョ ンのデフォルト設定は、 このアプリケーシ ョ ンに
は適切なものになっています。  

4. 次へ ボタンをク リ ッ クします。  

5. アクテ ィ ビテ ィパネルで、以下のそれぞれのアクテ ィ ビテ ィの作成チェ ッ ク
ボッ クスをチェ ッ クします。

<Start>
Fill Order
Receive Order
Receive Payment
View Order
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これらのアクテ ィ ビテ ィはそれぞれが関連付けられたアクテ ィ ビテ ィ フォー
ムを持つことになります。 Send Invoice アクテ ィ ビテ ィは、ポリシーで定義
されたルールによって管理され実行されるので、アクテ ィ ビテ ィ フォームを
持つ必要はありません。  

6. 完了 ボタンをク リ ッ クします。  

アクテ ィ ビテ ィ フォームが生成されて、 Classes フォルダの下に追加されま
す。

7. 生成されたアクテ ィ ビテ ィ フォームを見る場合、プロジェク ト タブで
Classes フォルダを開きます。アクテ ィ ビテ ィ フォームをクリ ッ クして 、そ
の内容を見ます。

フォームレイアウトが表示されます。各アクテ ィ ビテ ィ フォームクラスは、
JSP表記 （ JSP タブで見ることができます ） と必要に応じてアプリケーシ ョ
ンソースコードを追加できるフレームワーク （ ソースタブで見ることができ
ます ） と EJB版のクラス （ アプリケーシ ョ ン完了後、 EJB タブで見ること
ができます ） から成り立っています。 Unify NXJ開発ツールは、 フォームレ
イアウト とソースプログラ ミ ングを元に JSP コードを自動生成します。

OrdMgmt フォームは、デフォルトで名づけられます。それはプロセスのスタ
ート を表わしており 、必要に応じて名前を変更して く ださい。

8. OrdMgmt エン ト リを右クリ ッ クして 、名前の変更 を選択します。

名前を変更すると 、オブジェ ク ト名の変更確認のメ ッセージボックスが表示
されます。はい ボタンをク リ ッ クして名前の変更を承認します。  

この確認メ ッセージは、 Unify NXJの再利用機能に関係しています。 この機
能は、大規模な Web アプリケーシ ョ ン開発の生産性を極端に向上できるも
のです。基本的に、再利用とはクラス構造の階層化を意味します。 Javaの
クラス階層と同様に、 NXJのサブクラスはその親から機能を継承し 、必要に
応じてオーバライ ドできます。 このメ ッセージは、開発者に親クラスの名前
の変更は、そのサブクラスへの継承を壊してしまう ことを 、警告しているも
のです。再利用機能については後ろのタスクで学習します。

9. Start_Order と入力して、変更確認メ ッセージボックスで はい ボタンをク リ
ッ クします。
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サブタスク  2: 
アクテ ィ ビテ ィ フォームをプロセスにマップ

このタスクでは、プロセスデザインを変更して、アクテ ィ ビテ ィ フォームを関連
するプロセスアクテ ィ ビテ ィに紐付けます。  

以下のステップで、関連付けを行います。  

1. Unify NXJ開発ツールのプロジェク ト タブで 、 Process Definitions フォルダ
にある OrdMgmt プロセスエン ト リをク リ ッ クします。

プロセスが、 ActiveWorkflowデザイナ上に開かれます。

2. プロセスダイアグラム上で、スタートアイコンを右クリ ッ クしてプロセスの
編集を選択します。

3. プロセスの編集ダイアログで、以下の値を入力あるいは選択します。

ラベル : OrdMgmt
説明 : （ ブランクのまま ）
Activity JSPの使用 : このオプシ ョ ンをチェ ッ クして 、 ドロップダウンリス ト
から "Start_Order" を選択します。

4. OK ボタンをク リ ッ クして 、変更を保存し 、ダイアログを終了します。

5. プロセスダイアグラム上で、以下にリス ト された各アクテ ィ ビテ ィ を右クリ
ッ クして 、それぞれのアクテ ィ ビテ ィの編集ダイアログにアクセスして 、関
連付けるフォームの名前を以下のように設定します。

6. ファイル > 保存 を選択します。

定義したプロセスが ActiveWorkflow エンジンで利用可能になります。

アクティビティの編集ダイアログ

編集するアクティビティ： ドロップダウンリストから以下を選択：

View Order Activity JSPの使用 : View_Order
Receive Order Activity JSPの使用 : Receive_Order
Fill Order Activity JSPの使用 : Fill_Order
Receive Payment Activity JSPの使用 : Receive_Payment
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サブタスク  3: 
実行環境におけるデフォルト フォームの表示

デフォルトアクテ ィ ビテ ィ フォームでも ActiveWeb コンポーネン トおよび現実の
注文処理アプリケーシ ョ ンを構成するその他の機能強化が必要となります。 しか
し 、デフォルトアクテ ィ ビテ ィ フォームは、ユーザが OrdMgmt ビジネスプロセス
を起動して利用する 、すなわち 、新規の注文を作成してプロセスの中をそれをど
のように動かすのかを見てみるための機能を持っています。

以下のステップでアプリケーシ ョ ンを配備し実行します。

1. Unify NXJ開発ツールメニューで、プロジェク ト  > 配備 を選択する 。

しばら くすると 、アプリケーシ ョ ンが構築されて、アプリケーシ ョ ンサーバ
に配備されます。  

2. Web ブラウザから次の URL を表示します。

http://localhost:8080/ControlCenter/BPMAdmin/Login
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ActiveWorkflow管理者のログインページが表示されます。

サブタスク  4: OrdMgmt プロセスを開始し  
Start_Order フォームを使用して注文を入力

完成したアプリケーシ ョ ンを一通り見るためには、ロールプレイをする必要があ
ります。顧客と して 、注文を入力してから 、 OrdMgmt プロセスの流れに従って、
営業、出荷、経理の各グループのメンバと してプロセスを進めます。  

1. ActiveWorkflowのログインページで、次の値を入力してログイン ボタンをク
リ ッ クします。  

ユーザ名 : dave
パスワード : dave

Daveはデモ組織のメンバです。 このユーザおよび組織は、 NXJ で事前に設
定されています。

ActiveWorkflow管理者が表示されます。

2. 個人ワークフローリス ト  タブをク リ ッ クします。

Daveのプロセスリス トが表示されます。 これは、 Daveが起動することがで
きるプロセスのリス トです。 OrdMgmt プロセスによるリス ト を生成するこ
とになります。  
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3. ページの左下にある 個人ワークフローリス トの編集 のリンクをク リ ッ クし
ます。

Daveが起動する権限のあるプロセスが、次のステップのスクリーンシ ョ ッ
トに見られるように個人ワークフローリス トの未選択プロセス列に表示され
ます。

4. MyBusinessProcess/OrdMgmt エン ト リを選択して、追加 ボタンを押下す
ことで 、未選択プロセス列から選択済みプロセス列に移します。

MyBusinessProcess/OrdMgmt プロセスが未選択プロセス列に無い場合、サ
ブタスク 3のプロジェク トの配備が行われたかを確認する必要があります。

5. 保存 ボタンをク リ ッ クします。

6. 完了 ボタンをク リ ッ クします。

個人ワークフローリス トページに、 MyBusinessProcess/OrdMgmt プロセス
が含まれます。

7. 個人ワークフローリス トの MyBusinessProcess/OrdMgmt リンクをク リ ッ
クします。
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新たに作成された Start_Order フォームが、新しいブラウザウィ ン ドウに表
示されます。  

このフォームから 、ユーザは注文プロセスを起動することができます。 フォ
ームには、注文明細やそのコス トのようなデータは事前には作成されていま
せんが、 AcriveWorkflow プロセスのデフォルトの値が入っています。  

8. フォームに次の値を入力します。  
CUST_CD = 104120
Order_Number = 99999
PayType = PO
Process_Invoker= dave
Process_Title = ORDER 99999

9. Start ボタンをク リ ッ クします。

Start_Order フォームは閉じられて、プロセスは最初のアクテ ィ ビテ ィ View 
Order に進みます。

ユーザが対応する必要のあるアクテ ィ ビテ ィは、ユーザのアクテ ィ ビテ ィ リ
ス トに表示されます。ユーザが、自分が必要とするアクテ ィ ビテ ィがな く な
った場合、アクテ ィ ビテ ィ リス トからアクテ ィ ビテ ィはな く なります。それ
は、アクテ ィ ビテ ィが完了したか、アクテ ィ ビテ ィが他のユーザに渡された
場合です。  
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10. アクテ ィ ビテ ィ リス ト  タブをク リ ッ クします。

Daveが実行することができるアクテ ィ ビテ ィがリス トに表示されます。 こ
の場合、 View Order アクテ ィ ビテ ィです。プロセスのインスタンスが起動
された時間などの関連する情報もそこには表示されています。

11. 表示ドロップダウンリス トから 、完了アクテ ィ ビテ ィ を選択します。

12. "ORDER 99999" エン ト リをインスタンス列から選択します。

プロセスの現在の状況が表示されます。プロセスの現在のアクテ ィ ビテ ィ 、
つまり 、注文がどこにあるかは緑色で表示されているので、簡単に判別する
ことができます。 この場合、 Daveが今起動した注文は、現在 Receive 
Order アクテ ィ ビテ ィにあることが分かります。 （ View Order アクテ ィ ビテ
ィは、 Customers グループのユーザに対して、常にカレン トアクテ ィ ビテ ィ
になります。 ）

プロセスを Fill Order アクテ ィ ビテ ィに進めるには、 Sales グループのユー
ザが注文を承認する必要があります。
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13. ログアウト をク リ ッ クします。

ログアウトは、プロセス管理の右上にあります。 NXJは、 Dave をログアウ
ト して 、 ActiveWorkflow ログインページを表示します。

14. "alice"/"alice" を入力します。

Sales グループの Alice でログインしました。  

15. アクテ ィ ビテ ィ リス ト  タブをク リ ッ クします。

Aliceのアクテ ィ ビテ ィ リス トには、 Receive Order アクテ ィ ビテ ィが生成
されています。

16. Receive Order リンクをク リ ッ クします。

Receive Order フォームには、 Start_Order フォームで入力した内容が表示
されます。

17. Approved ボタンをク リ ッ クします。

Receive Order フォームは閉じられ、注文は Shipping グループの Fill Order
アクテ ィ ビテ ィに移動します。 Aliceは、以下のプロセスのビューを見るこ
とができます。  
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Aliceは既にタスクを終了したので、 Receive Order アクテ ィ ビテ ィはもは
やリス トには存在しません。表示ドロップダウンリス トで完了アクテ ィ ビテ
ィ を選択すると 、既に完了したアクテ ィ ビテ ィ を見ることができます。

18. ログアウト して 、今度は Shipping グループのユーザ "bob"/ "bob" でログイ
ンします。

19. アクテ ィ ビテ ィ リス ト タブをク リ ッ クします。

20. アクテ ィ ビテ ィ リス トの Fill Order リンクをク リ ッ クします。

Fill Order フォームが開きます。  

21. Filled ボタンをク リ ッ クして 、注文を次のアクテ ィ ビテ ィに進めます。  

この場合、注文が PO形式なので、注文は Send Invoice アクテ ィ ビテ ィに行
きます。 Send Invoice アクテ ィ ビテ ィは、自動的に請求書を送って、プロセ
スは Receive Payment アクテ ィ ビテ ィに進みます。

22. ログアウト して 、 Accounting グループのユーザ "charlie" / "charlie" でログ
インします。

23. アクテ ィ ビテ ィ リス ト タブをク リ ッ クします。

24. アクテ ィ ビテ ィ リス トのインスタンス列にある "Order 99999" リンクをク リ
ッ クします。
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プロセスダイアグラムは、注文が Receive Payment アクテ ィ ビテ ィにあるこ
とを示します 

25. Web ブラウザのウィ ンドウを閉じてアクテ ィ ビテ ィ リス トに戻り 、 Receive 
Payment アクテ ィ ビテ ィ をク リ ッ クします。

26. Done ボタンをク リ ッ クします。

Order99999のプロセスは、現在完了して 、保存されています。
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タスク  4: アクテ ィビテ ィ
フォームのカスタマイズ 6
デフォルトのアクテ ィ ビテ ィ フォームの設計は、エンハンスを行う必要がありま
す。それらのフォームは、注文の内容や出荷先のような注文を処理するのために
必要な情報をまだ持っていません。

このタスクは、以下のサブタスクから成ります。

サブタスク  1: Start_Order フォームのカスタマイズ
サブタスク  2: View_Order フォームのカスタマイズ
サブタスク  3: Receive_Order フォームのカスタマイズ
サブタスク  4: Fill_Order フォームのカスタマイズ
サブタスク  5: Receive_Payment フォームのカスタマイズ

このタスクの PDF ファイルからコードを直接コピーすることができます。 コード
内容を正し く NXJ スクリプ トエディ タに貼り付けできない場合は、それらをまず
ノードパッ ドに貼り付けて特殊文字を削除して く ださい。正しい内容になったテ
キス ト を NXJ スク リプ トエディ タに貼り付けて く ださい。テキス ト内のスペース
と位置はコンパイルおよび実行にはなんの影響もありません。

サブタスク  1: Start_Order フォームのカスタマイズ
1. Unify NXJ開発ツールのプロジェク ト タブにて、 Start_Order エン ト リをク
リ ッ クします。
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Start_Order フォームレイアウトがデザインパネルに表示されます。

ActiveWorkflowデザイナのプロセスアクテ ィ ビテ ィパネルと同様に、 Unify 
NXJ開発ツールのデザインパネルは、標準的な WYSIWYG技術を使用して
フォームレイアウト を見ることができます。  

必要に応じて 、 レイアウトパネル上のオブジェク ト をグリ ッ ドに整列するこ
とができます。グリ ッ ド表示をオンにするには、編集 > オプシ ョ ン > レイア
ウト  を選択して 、 “ Web レイアウトにグリ ッ ドを表示 ” チェ ッ クボッ クス
をチェ ッ クします。

この例のような自動生成されたフォーム上のアクテ ィ ビテ ィの処理を進める
ためのラベル、 フ ィールド 、ボタンは関連するプロセス定義を基に作成され
ています。 PayType フ ィールド以外のフ ィールドは、実行時に自動的に値が

デザインパネルで選択
されているオブジェク ト
に適用されている
プロパテ ィ  

フォームあるいは
コンポーネン トの
レイアウト

ソースタブをクリ ッ ク
して 、 フォームあるいは
コンポーネン トの
スクリプ ト を表示
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設定されます。値は、プロジェク トのデータベース接続で定義したリレーシ
ョナルデータベースからのものです。読み取り専用の値であれば、その
フ ィールドは表示専用のフ ィールド と して構成されます。表示専用フ ィール
ドは、実行時にカーソルは止まりません。  

フォーム上のフ ィールドを構成するには、 Unify NXJ開発ツールのプロパテ
ィ タブを使用して 、デフォルトのプロパテ ィ をカスタマイズします。  

2. CUST_CD 、 Order_Number 、 Process_Invoker 、 Process_Title フ ィー
ルドを同時に選択します。

デザインパネルで複数のオブジェク ト を同時に選択するには、 Ctrl あるいは 
Shift を押しながらク リ ッ クします。 ラベルではな く 、必ずフ ィールドを選択
して く ださい。

3. プロパテ ィ タブにて、以下のプロパテ ィ を設定します。

Stop For Input: チェ ッ クをしない
Updateable: チェ ッ クをしない
Background: 透過を選択
（選択 ボタンをク リ ッ クして 、透過 ボタンをク リ ッ クし 、 RGB タブをク リ
ッ クして OK ボタンをク リ ッ クします。 ）  
Border Style: None を選択

4. Acquire と Release ボタンを同時に選択して、 Deleteキーを押下します。  

Acquire あるいは Release ボタンを使う と 、そのグループの特定のユーザが
特定の注文のアクテ ィ ビテ ィ を行っている間は、そのアクテ ィ ビテ ィ をロッ
ク （ Acquire ） したり 、アンロッ ク （ Release ） したりできます。 ロッ クさ
れたアクテ ィ ビテ ィは、そのグループの他のユーザのアクテ ィ ビテ ィ リス ト
には表示されな く なります。  

Acquire/Release動作をサポートするには、それぞれのアクテ ィ ビテ ィのス
イムレーンプロパテ ィに、現在入っている値とは異なる値を設定する必要が
あります。 " アクターのロール " フ ィールドには、 "Initiative Participant"の
代わりに "Eligible Participant"が指定される必要があります。 このアプリケ
ーシ ョ ンではこの機能は使用しないので、アクテ ィ ビテ ィ フォームのこれら
2 つのボタンは必要ありません。
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5. これらのオブジェ ク トの配置を変更して、好きな Look and Feel に変更する
ことができます。 ここでは、次のように変更します。

以下の手順で、 フ ィールド とボタンをボックスにグルーピングします。  

a. Unify NXJ開発ツールのツールバーで、 Box ボタンを
ク リ ッ クします。

ツールバーで選択されたオブジェク トが、デザインパネル
上でフォームレイアウト をク リ ッ クしたところに配置され
ます。

b. 該当のフ ィールド とラベルを囲うように左上からク リ ッ ク＆ド ラ ッグを
してボックスを配置します。  
ボッ クスは、デフォルトのタイ トル “ Legend ” で配置されます。

c. ボッ クスコン ト ロールはまだ選択されているので、 Title プロパテ ィ を例
えば、 “ Process Information ” に変更します。  
Title プロパテ ィは、プロパテ ィの Visual グループにあります。

6. Start ボタンを選択して、 Title プロパテ ィ を Order Complete に変更します。

必要に応じて 、ボタンのサイズを変更して、新しいテキス トが一行に収まる
ようにして く ださい。

Start ボタンを使って、ユーザは注文情報がフォームに集約されて、注文プロ
セスを起動することができます。 Cancel ボタンは、現在の注文と関連する
プロセスインスタンスをキャンセルします。  

Box ボタン
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Process_Invoker フ ィールドは、注文プロセスを誰が起動したかを設定する
ために必要です。 これを使って 、 フォームにビジネスロジックを追加するこ
ともできます。 このコードは、 ActiveWorkflow エンジンからユーザ名を取っ
てきて、その値を Process_Invoker フ ィールドに設定します。

7. 以下のステップでコードを追加します。
a. ソース タブをク リ ッ クして 、 フォームのコードテンプレートにアクセス
します。

b. 左括弧のすぐ下に以下のコードを入れます。

    BPMProxy bpm = (BPMProxy)session.createBPMProxy();   
    AFTER FIND
    {
        box1.Process_Invoker = bpm.getUser();
    }

8. プロジェク ト >変更分のみ Make を選択して、スク リプ ト をコンパイルしま
す。

このステップで、スク リプ トにシンタ ッ クスエラーがないことを確認しま
す。

変更分の Make ダイアログが表示されて、 コンパイルが終了したときに消え
ます。 Makeがエラーな く終了したメ ッセージが、 Unify NXJ開発ツールの
下部のコンパイラ領域に表示されるはずです。 Make作業の結果と して 、
EAR ファイルが生成され、任意の J2EE アプリケーシ ョ ンサーバに配備する
ことができます。

コンパイラ領域にエラーの発生が表示されたら 、該当するコードの確認を行
って く ださい。  

これにより 、 Start_Order フォームは完成です。

これと同様のカスタマイズが他のアクテ ィ ビテ ィ フォームにも必要になります。
このフォームの部品を他のフォームにコピーするために、 この Start_Order フォー
ムを開いたままにしておきます。

サブタスク  2: View_Order フォームのカスタマイズ

以下の手順で View_Order フォームをカスタマイズします。

1. プロジェク ト タブにて、 View_Order フォーム名をクリ ッ クします。

デザインパネルにフォームのレイアウトが表示されます。
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Start_Order フォームから Process_Information ボックスをコピーして 、同じ
名前のフ ィールド と置き換えて貼り付けを後程行います。

2. CUST_CD 、 Order_Number 、 Process_Invoker 、 Process_Titleのラベル
とフ ィールドを削除します。

フォームレイアウトからオブジェク ト を削除するには、選択して DELETE キ
ーを押下すると削除できます。 Ctrl + Z を押すと削除したものを元に戻すこ
とができます。

隣接するオブジェ ク ト をまとめて選択するときは、マウスの範囲指定で行う
ことができます。

3. Start_Order タブをク リ ッ クして 、そのフォームのレイアウト をデザインタ
ブの前面に持ってきます。  

4. Process Information ボックスをコピーします。

ボッ クスをコピーするには、 Start_Order フォームレイアウトの “ Process 
Information ” ボッ クスの境界線を右クリ ッ クしてからコピーします。

5. View_Order タブをク リ ッ クして 、 View_Order フォームレイアウト を前面に
持ってきます。

6. Process_Information ボッ クスを貼り付けます。

7. "Finished" ボタンを View_Order フォームレイアウトから削除します。

このアクテ ィ ビテ ィは、顧客から見えるアクテ ィ ビテ ィなので、 Customers
グループのユーザがプロセスを終了させることができてはいけません。

8. Cancel ボタンを選択して、 Title プロパテ ィ を Close Browser に変更しま
す。

完了したフォームは、以下のようになります。
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サブタスク  3: 
Receive_Order フォームのカスタマイズ

以下の手順で、 Receive_Order フォームをカスタマイズします。

1. プロジェク ト タブで 、 Receive_Order フォームをクリ ッ クして 、開きま
す。

2. 前のタスクで行ったように、 CUST_CD 、 Order_Number 、  
Process_Invoker 、 Process_Titleのラベルとフ ィールドを削除します。

3. Start_Order フォームからこのフォームに Process Information ボックスをコ
ピーして貼り付けします。  

4. フォーム上のオブジェク ト を調整して以下のような見た目にします。

サブタスク  4: Fill_Order フォームのカスタマイズ

以下の手順で、 Fill_Order フォームをカスタマイズします。

1. プロジェク ト タブで 、 Fill_Order フォームをクリ ッ クして 、開きます。

2. 前のタスクで行ったように、 CUST_CD 、 Order_Number 、
Process_Invoker 、 Process_Titleのラベルとフ ィールドを削除します。

3. Start_Order フォームからこのフォームに Process Information ボッ クスをコ
ピーして貼り付けします。
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4. フォーム上のオブジェク ト を調整して以下のような見た目にします。

5. Filled ボタンの Name プロパテ ィに "orderFilledButton" を設定します。

デフォルトで 、 このボタン名は "Button2" です。続 く タスクにおいて、 この
ボタンを参照するコードを記述するため、意味のある名前にします。

6. Filled ボタンの Title プロパテ ィに "Filled" を設定します。

サブタスク  5:
Receive_Payment フォームのカスタマイズ

以下の手順で Receive_Order フォームのカスタマイズをします。

1. プロジェク ト タブで 、 Receive_Payment フォームをクリ ッ クして 、開きま
す。

2. 前のタスクで行ったように、 CUST_CD 、 Order_Number 、
Process_Invoker 、 Process_Titleのラベルとフ ィールドを削除します。

3. Start_Order フォームからこのフォームに Process Information ボッ クスをコ
ピーして貼り付けします。  
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4. フォーム上のオブジェク ト を調整して以下のような見た目にします。

5. ファイル > すべて保存 を選択します。  

フォームは、より使いやすいフォーマッ トでプロセス情報を提供しています
が、 この注文プロセスを行うには外部データも必要になります。 これを行う
ためにまずは、再利用可能なコンポーネン ト を作成します。
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タスク  5: ActiveWeb 
コンポーネン トの構築 7
アクテ ィ ビテ ィ フォームでは、既に配置したフ ィールドやボタンに加えて
ActiveWeb コンポーネン ト を使用します。 ActiveWeb コンポーネン トは、
ActiveWeb コン ト ロールの名前でグループ化されています。 このタスクでは、以
下の ActiveWeb コンポーネン ト を作成します。  

• addressView

住所を示すフ ィールド群

• customerInformationView

名前や電話番号等の顧客の詳細情報を示すフ ィールド群 

• customerView

顧客名と ID を提供する二つのフ ィールド

• orderDetailView

特定の注文に関連するすべての項目、注文合計、出荷された注文を識別する
ためのト ラ ッキング番号を一覧するグリ ッ ド

• orderView

顧客に関連するすべての注文を一覧するグリ ッ ド

• productChooser

顧客が注文を入力するときに選択可能なすべての製品を表示するドロップダ
ウンリス ト

• masterView

すべてのコンポーネン ト をグループ化して表示するタブセッ ト

このタスクは、以下のサブタスクからなっています。

サブタスク  1: Components フォルダの作成
サブタスク  2: addressView コンポーネン トの作成
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サブタスク  3: customerInformationView コンポーネン トの作成
サブタスク  4: customerView コンポーネン トの作成
サブタスク  5: productChooser コンポーネン トの作成 
サブタスク  6: orderDetailView コンポーネン トの作成
サブタスク  7: orderView コンポーネン トの作成
サブタスク  8: masterView コンポーネン トの作成

この PDF ドキュ メン トから 、 このタスクで使用するコードを直接コピーすること
ができます。  

サブタスク  1: Components フォルダの作成 

最初にコンポーネン ト を収める新規のフォルダをプロジェク トに作成します。

1. プロジェク ト タブで 、 Classes フォルダを右ク リ ッ クして 、新規作成 > 
フォルダ 選択します。  

2. 変更する名前と して “ Components ” と入力し 、 Enterキーを押下しま
す。

サブタスク  2: addressView コンポーネン トの作成

以下の手順で addressView コンポーネン ト を作成します。

1. プロジェク ト タブで 、 Conponents フォルダを右クリ ッ クして 、新規作成 > 
Data View を選択します。

データビューがデフォルト名の "Dataview1" で作成され、空のレイアウトが
デザインパネル上に開きます。

2. 変更する名前と して “ addressView ” と入力し 、 Enter キーを押下しま
す。

3. デザインパネルのデータビューの境界内で、右クリ ッ クをして データウィザ
ード  を選択します。  

データの関連付けウィザードが表示されます。  

4. データの関連付けパネルで、以下の値を選択します。
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コネクシ ョ ン : OrdMgmtDB
テーブル : ORDINV.SHIPTO
スタイル : Single Occurrence Form
絶対位置に配置 : （ チェ ッ クする ）
Navigation Bar を使用 : （ 使用不可 ）

5. データの関連付けパネルで、完了 ボタンをク リ ッ クします。

以下のように、データビューには SHIPTO テーブルのラベルとそのフ ィール
ドが自動で生成されます。

2 つのフ ィールドは、アプリケーシ ョ ンが処理をするには必要ですがユーザ
が見る必要のない情報が入っています。 これらのフ ィールドを隠すには、 フ
ォーム上にフ ィールドが表示されないように Visible プロパテ ィ を設定する
か、あるいはフォーカスが当たらないように Stop for Input プロパテ ィ を設
定します。

6. フォームの背景をクリ ッ クして 、すべての選択状態をクリアして 、
SHIPTO_CUS_CD と  SHIPTO_CD フ ィールドを同時に選択します。

ラベルではな く 、 フ ィールドを選択するようにして く ださい。
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7. 以下のように、 これらのフ ィールドのプロパテ ィ を設定します。

Stop For Input: （ チェ ッ クを外す ）
Updateable: （ チェ ッ クを外す ）
Background: 透過
（透過 ボタンをク リ ッ クして 、 OK ボタンをク リ ッ クする ）
Border-Style: None
Visible: （ チェ ッ クを外す ）

8. SHIPTO_CUS_CD と  SHIPTO_CD ラベルを削除します。

9. SHIPTO_CD フ ィールドのWidth プロパテ ィに 15 を設定します。

10. SHIPTO_CUS_CD フ ィールドのWidth プロパテ ィに 15 を設定します。

11. 必要に応じて 、スペースを調整したり 、 フ ィールドをグループ化してレイア
ウト を調整します。

例えば、 address フ ィールドをボックスにグループ化をして 、 ラベルを削除
したりできます。

オブジェク ト をグループで選択するには、それらをマウスで範囲を指定して
行う ことができます。

フ ィールドを識別するには、そのフ ィールドが選択されているときにプロパ
テ ィパネルの Top に表示されるその名前で行う ことができます。
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データビュー上のオブジェク ト を調整して使用する面積を狭く してから 、
データビュー自身を小さ くサイズ変更することができます。サイズを小さ く
することで 、以下のタスクの作業が簡単になります。選択されたデータビュ
ーをリサイズするには、ハンドルのひとつをド ラ ッ クすることでできます。
例えば、右下の角のハンドルを上にド ラ ッグすることで 、以下に見られるよ
うに垂直にも水平にもリサイズすることが可能です。

データビューの右下のハンドルを掴むためには、デザインパネルをスクロールす
る必要があるかもしれません。

注 – ここに記述されたように、 このタスク内で作成したすべてのデータビューを
リサイズして く ださい。

addressView コンポーネン トが完成しました。
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サブタスク  3: 
customerInformationView コンポーネン トの作成

以下の手順で customerInformationView コンポーネン ト を作成します。

1. プロジェク ト タブで Components フォルダを右クリ ッ クして 、新規作成 > 
DataView を選択します。

データビューコンテナが開かれて、デザインパネルに表示されます。

2. データビューを "customerInformationView" に名前を変更します。

3. デザインパネルのデータビューの境界内で右クリ ッ クをして 、データウィザ
ードを選択します。  

4. データの関連付けパネルで、以下の値を選択します。

コネクシ ョ ン : OrdMgmtDB
テーブル : ORDINV.CUSTOMER
スタイル : Single Occurrence Form
絶対位置に配置 : （ チェ ッ クする ）
Navigation Bar を使用 : （ 使用不可 ）

5. 次へ ボタンをク リ ッ クします。

6. デフォルト フ ィールドパネルで、次に示されるようにフ ィールドを除外しま
す。
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フ ィールドを除外の列に移すには、それを選択して 、右向き矢印をク リ ッ ク
します。  

7. 完了 ボタンをク リ ッ クします。
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データビューには、指定したフ ィールド とそのラベルが自動的に生成されま
す。

8. CUST_CD フ ィールドを選択して、以下のプロパテ ィ を設定します。

Stop for Input: （ チェ ッ クを外す ）
Updateable: （ チェ ッ クを外す ）
Background: 透過
（透過 ボタンをク リ ッ クして 、 OK ボタンをク リ ッ クする ）
Border-Style:  None
Visible: （ チェ ッ クを外す ）
Width: 15

9. CUST_CDのラベルを削除します。
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これらのラベルとフ ィールドのレイアウト を変更して、希望する Look and 
Feel にすることができます。以下のように調整します。

10. 背景をクリ ッ クしてデータビューを選択します。

プロパテ ィパネルのト ップのドロップダウンリス ト を見ることでデータビュ
ーが正し く選択されているかどうか確認できます。 "<component>"が表示さ
れます。  

11. Auto Find チェ ッ クボッ クスをチェ ッ クします。

Auto Find プロパテ ィは、データビューが実行時に指定されたマスタ /詳細関
係、あるいは Queryパラ メータに基づいて検索を行う ことを指定します。 こ
のプロパテ ィが設定されていない場合、ユーザがコマンドに割り当てられた
ボタンをク リ ッ クするように、 FIND コマンドがト リガされたときに検索を
行います。

customerInformationView コンポーネン トは完成です。
 55



サブタスク  4: 
customerView コンポーネン トの作成

以下の手順で customerView コンポーネン ト を作成します。

1. この前のタスクで行ったのと同様に、 components フォルダに新し く
"customerView" という名前のデータビューを作成します。

2. デザインパネルでデータビューの境界内で右クリ ッ クをして 、データウィザ
ードを選択します。

3. データの関連付けパネルで以下の値を選択します。

コネクシ ョ ン : OrdMgmtDB
テーブル : ORDINV.LOGIN
スタイル : Single Occurrence Form
絶対位置に配置 : （ チェ ッ クを外す ）
Navigation Bar を使用 : （ 使用不可 ）

4. 完了 ボタンをク リ ッ クします。

絶対位置に配置のオプシ ョ ンはチェ ッ クされていないので、 ラベルとフ ィー
ルドは HTML テーブルオブジェク トの中に配置されます。

必要に応じて 、テーブル、関連する列をリサイズできます。テーブルを選択
して、その Cell Padding プロパテ ィに 2 を設定することをお勧めします。 こ
れにより 、実行時のレイアウトの外観が良く なります。  

5. データビューを選択して、その Auto Find プロパテ ィのチェ ッ クボッ クスを
チェ ッ クします。

customerView コンポーネン トは完成です。  

サブタスク  5: 
productChooser コンポーネン トの作成

以下の手順で、 productChooser コンポーネン ト を作成します。

1. プロジェク ト タブで 、 components フォルダを右クリ ッ クして 、新規作成 > 
Dropdown list を選択します。

2. Dropdown1 エン ト リの名前を  "productChooser" に変更します。
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3. productChooser コンポーネン トの Query プロパテ ィに以下の値を設定し
て、 OK ボタンをク リ ッ クします。

4. productChooser コンポーネン トに以下のプロパテ ィ を設定します。

Width: 350
Auto Accept: （ チェ ッ クする ）
Immediate: （ チェ ッ クする ）

Auto Accept と  Immediate プロパテ ィは、ユーザがリス トから製品を選択す
るとすぐに、価格が自動的に更新されてレコードが追加されることを示して
います。

これで、 productChooser コンポーネン トは完成です。

サブタスク  6: 
orderDetailView コンポーネン トの作成

以下の手順で orderDetailView コンポーネン ト を作成します。

1. 前のタスクで行ったと同様に、 conponents フォルダ内に
"orderDetailView" という名前の新規のデータビューを作成します。  

2. デザインパネルでデータビューの境界内で右クリ ッ クをしてデータウィザー
ドを選択します。  

データの関連付けウィザードで 、グリ ッ ドにフ ィールドを作成します。 ここ
までの 2 つのデータビューのように、一件のレコードではな く 、複数のレコ
ードを表示する場合にグリ ッ ドは使われます。  
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3. データの関連付けパネルで以下の値を選択します。

コネクシ ョ ン : OrdMgmtDB
テーブル : ORDINV.ORDER_DETAIL
スタイル : Multi Occurrence Form with Grid
絶対位置に配置 : （ 利用不可 ）
Navigation Bar を使用 : （ チェ ッ クを外す ）

4. 次へ ボタンをク リ ッ クします。

5. ORDER_NUMBER フ ィールドを除外します。

6. 完了 ボタンをク リ ッ クします。

データビューには、設定通りにフ ィールドがグリ ッ ドで生成されます。グリ
ッ ド内の PRODUCT_NUMBER フ ィールドは、注文された製品を示します。
このフ ィールド内容を置き換えるには、 productChooser コンポーネン ト を
使用します。 レイアウト上にコンポーネン ト を挿入するには、ボックスのよ
うなオブジェク ト を挿入したのとは異なる方法で行ないます。  

7. グリ ッ ド内の PRODUCT_NUMBER列を削除します。

グリ ッ ド内の列を削除するには、グリ ッ ドの 1行目にある該当のフ ィールド
をク リ ッ クして選択してから 、 Delete キーを押下します。  

8. グリ ッ ドが選択されている状態で、下図のようにコンポーネン ト ドロップダ
ウンリス トから productChooser コンポーネン ト を選択します。  

9. グリ ッ ド内でクリ ッ クをしてコンポーネン ト を配置します。

productChooser コンポーネン ト (技術的にはそのインスタンス )がグリ ッ ド
に追加されます。 カーソルの正確な位置によって、新しい列が
PRODUCT_PRICE列の右か左に挿入されます。

10. グリ ッ ド内の productChooser コンポーネン トが選択された状態で、以下の
プロパテ ィ を設定します。

Target Field:  PRODUCT_NUMBER
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コンポーネン トは、再利用でき 、毎回異なるターゲッ ト列に接続するよう設
計されているので、 このプロパテ ィは、 コンポーネン トがフォームに配置さ
れた後に設定する必要があります。  

11. グリ ッ ドのヘッダテキス ト を 、 "Column1"から  "Description" に、
"PRODUCT_PRICE" から  "Price" に変更します。  

ヘッダテキス ト を変更するには、そこをダブルクリ ッ クして選択して、上書
きします。  

12. 必要に応じて、 2 つの列をグリ ッ ド内で順序を入れ替えれば、 Description
が Priceの前にきます。

グリ ッ ド内で列を移動するには、ヘッダの列をクリ ッ クして 、他の列の上に
ド ラ ッグします。

13. データビューを選択して 、 Clear After Add プロパテ ィ をチェ ッ クします。

データビューを選択するには、グリ ッ ドの外側のデータビューの背景をクリ
ッ クします。

Clear After Add プロパテ ィは、新規のレコードが追加される準備にデータビ
ューを初期化することを示すプロパテ ィです。
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14. グリ ッ ドを小さ く リサイズして 、 この後のタスクの作業を簡単にします。

6行ほど表示されるように、垂直方向にリサイズします。データビューをリ
サイズしたのと同様に、下部のハンドルを上にド ラ ッグすればグリ ッ ド も リ
サイズされます。データビューではな くグリ ッ ドを選択するようにして く だ
さい。

セルの 1 つを右クリ ッ クして 、繰り返し領域の選択 を選択することでも 、グ
リ ッ ドを選択することができます。

15. Price列の Updatable プロパテ ィのチェ ッ クを外します。

Updatable プロパテ ィは、プロパテ ィの Interactive グループにあります。

グリ ッ ドの境界 
(選択 )

データビューの境界 
(非選択 )
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16. 下図のように、グリ ッ ドの下に、 2 つのラベル、 1 つのフ ィールド 、 1 つの
ダイナミ ッ クテキス ト を配置します。

データビューレイアウトに、 これらの新規のオブジェク ト を配置するには、
Unify NXJ開発ツールのツールバーから適切なボタンをク リ ッ クしてから 、
レイアウト上で該当するオブジェク ト を配置する場所でクリ ッ クしま
す。 ツールバーボタンがどのオブジェク ト を表しているかを知るには、その
ボタンの上にカーソルを近づけるとツールチップが表示されます。  

オブジェク トにはデフォルトの名前が割り当てられていますが、 Name プロ
パテ ィ を設定することで変更することができます。サンプルアプリケーシ ョ
ンでは、指示がない限りはデフォルトの名前を変更しないで く ださい。

17. 新規オブジェク トのプロパテ ィ を以下の通りに変更します。

新規フ ィールド :

Target Field: ORDER_NUMBER

新規のダイナミ ッ クテキス ト :

Expression: =orderTotal

ダイナミ ッ ク式とは、静的なテキス トではな く変数を基にフ ィールドの値を
決めるものです。変数は、 フォームのソースコードで設定されています。  
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18. ソースタブをク リ ッ クして 、スク リプ トのト ップにある以下の構文を探しま
す。

DATA VIEW orderDetailView
{

19. 左括弧のすぐ後に、以下の宣言文を入れます。

NullableAmountVariable orderTotal = 0.0;

20. この宣言文のすぐ下に、以下のイベン トセクシ ョ ンを入れます。

BEFORE FIND
{
orderTotal = 0.0;
}

ON FIND
{
orderTotal = orderTotal + PRODUCT_PRICE;
}

BEFORE FIND イベン トセクシ ョ ンには、 FIND操作を行う前に実行するロ
ジッ クを指定します。 ON FIND イベン トセクシ ョ ンは、検索結果の各レコ
ードごとに実行されます。 この場合、 orderTotal変数は、最初に初期化され
て、 PRODUCT_PRICEの値を集計するために使用されます。

21. 下方向にスクロールして以下の構文を探します。

FIELD PRODUCT_NUMBER extends Components.productChooser  
{

22. 左括弧のすぐ後に、以下のイベン トセクシ ョ ンを入れます。

ON DATA ACCEPT
{
EXEC SQL USING CONNECTION OrdMgmtDB
        SELECT PRODUCT_LIST FROM ORDINV.PRODUCT 
        WHERE PRODUCT_ID = :PRODUCT_NUMBER
        INTO PRODUCT_PRICE;
        orderTotal = orderTotal + PRODUCT_PRICE;
        session.queueCommand("ADD_UPDATE");
        }
62 ActiveWorkflow チュートリアル



ON DATA ACCEPT セクシ ョ ンは、ユーザによってフ ィールドの値が変更さ
れたタイ ミ ングで自動的に実行されます。検証や、ビジネスルールの起動に
使用されます。

これは、 ActiveWeb技術の重要な事例です。

23. プロジェク ト  > 変更分のみ Make を選択します。

24. ファイル > すべて保存 を選択します。

サブタスク 7: orderView コンポーネン トの作成
1. 前のタスクで行ったと同様に、 conponents フォルダ内に orderView という
名前の新規のデータビューを作成します。

2. デザインパネルで、データビューの境界内で右クリ ッ クをしてデータウィザ
ードを選択します。

3. データの関連付けパネルで以下の値を選択します。

コネクシ ョ ン : OrdMgmtDB
テーブル : ORDINV.ORDERS
スタイル : Multi Occurrence Form with Grid
絶対位置に配置 : （ 利用不可 ）
Navigation Bar を使用 : （ チェ ッ クを外す ）

4. 次へ ボタンをク リ ッ クします。

5. 以下のフ ィールドを除外します。
CUSTOMER_ID
TRACKING_NUMBER
SHIPPING_COST
SHIP_DATE 

6. 完了 ボタンをク リ ッ クします。

指定したフ ィールドのグリ ッ ドがデータビュー内に生成されます。グリ ッ ド
をリサイズして 、 7行程度が表示されるようにします。  

7. グリ ッ ドの右に、 4行 2列のテーブルを配置します。テキス ト フ
ィールド と同様に、テーブルを配置するには、ツールバーで選択
してから 、 レイアウト上でクリ ッ クします。

レイアウトにテーブルを配置したときに、列数と行数を指定する
プロンプ トが表示されますので、 4行 2列と入力します。

Table 
ボタン
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最初の列にラベル、 2列目にフ ィールドを追加します。 Table グループの
cell padding に 2 を設定して、テーブルを小さ く します。

フ ィールドは、次のデータベース列に紐付けられなければなりません。 （ そ
れぞれの Target field プロパテ ィに設定 ）

CUSTOMER_ID
SHIPPING_COST 
TRACKING_NUMBER
SHIP_DATE

8. Shipping Cost フ ィールドの Data Type プロパテ ィに、 Amount を設定しま
す。

デフォルトで 、データ タイプは、 ターゲッ ト列のデータ タイプに準拠して
Floatが設定されます。 このフ ィールドは、金額を扱うので、 Amount デー
タ タイプが適切です。

注 : フ ィールドに、プロパテ ィの General グループにある固有の Data Type
プロパテ ィ を必ず変更して く ださい。 Db Type プロパテ ィは、 Data Binding
グループにあります。  

9. データビュー内の shipping dateの下に新規のボタンを追加して、以下のよ
うにプロパテ ィ を設定します。

Command:  CLEAR TO ADD
Command Context: parent
Title: New Order
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余分なスペースをな くすために、必要に応じてデータビューをリサイズする
と 、下図のようなレイアウトになります。

10. データビューの背景をク リ ッ クして選択します。

11. ソースタブをク リ ッ クして 、スク リプ トのト ップに以下の構文を探します。

DATA VIEW orderView
{

データビューは、各注文に割り当てられるユニークな注文番号を必要と し 、
番号はデータベーステーブルで管理されます。 NXJ プログラ ミ ング言語で書
かれた簡単な手法で注文番号は管理されます。  

12. 左括弧の後の行にカーソルを合わせて、以下のメ ソ ッ ド定義を追加します。  

public int getNextNum(String colName)
throws Exception
{
    int tmpNextValue = 0;
    EXEC SQL USING CONNECTION OrdMgmtDB 
    SELECT NEXTNO_VALUE FROM ORDINV.NEXTNO
    WHERE NEXTNO_FIELD = :colName
    INTO tmpNextValue;

    EXEC SQL USING CONNECTION OrdMgmtDB
    UPDATE ORDINV.NEXTNO SET NEXTNO_VALUE = :tmpNex-
tValue+1
    WHERE NEXTNO_FIELD = :colName;    

    return tmpNextValue;
}
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このように、標準的なメ ソ ッ ド定義に NXJの埋込み型 SQLが利用できるの
で、開発者は、 Javaの構文ではな く標準的な SQL構文を使用して書く こ と
ができます。埋込み型 SQLは、標準の Java構文に変換されて、 コンパイル
時に同じ ト ランザクシ ョ ン 、データベース接続にまとめられます。アプリケ
ーシ ョ ンがコンパイルされた後、 この EJBのソースは EJB タブで見ること
ができます。  

このフォームを使って実行される主な操作の一つは、新規注文の登録です。
New Order ボタンが押下されたときには、ボタンに関連付けられたコマンド
が実行されます。 この場合のコマンドは、 NXJが事前に提供している
CLEAR TO ADD コマンドです。 このコマンドは、 INSERT操作のためにタ
ーゲッ トテーブルを準備します。 INSERTは、ユーザが product リス トから
product を選択したときに実行されます。

データベースのテーブルに新規注文が登録される前に、い くつかの初期化作
業が必要です。 この初期化に最も適しているのは、名付けられたイベン ト
（ この場合、 Clear To Add コマンド ） が実行される時だけに実行されるセク
シ ョ ンである ON CLEAR TO ADD イベン トセクシ ョ ンです。

13. getnextNum() メ ソ ッ ドの右括弧のすぐ下に、以下のロジッ クを入れます。

ON CLEAR TO ADD
   {
    ORDER_NUMBER = getNextNum("ORD_NO");
    ORDER_DATE = session.currentDate;
    INVOICE_NUMBER = getNextNum("INV_NO");
    TRACKING_NUMBER = 0;
    session.queueCommand("ADD_UPDATE");
    }

14. プロジェク ト  > 変更分のみ Make を選択します。

15. ファイル >すべて保存 を選択します。

サブタスク  8:masterView コンポーネン トの作成

以下の手順で、 masterView コンポーネン ト を作成します。

1. 前のタスクで行ったのと同様に、 components フォルダに "masterView" とい
う名前の新規データビューを作成します。  
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2. データビューに大きな Tab Set を追加します。  

タブセッ トはコンテナオブジェク トです。データビューにタブセ
ッ ト を配置するときに、 ド ラ ッグでサイズを設定できます。
また、配置後にリサイズすることもできます。 タブセッ トは、 タ
ブページだけしか持つことができませんが、 タブページにはどん
なオブジェク ト も含むことができます。

3. 最初に、 Tab ボタンをク リ ッ クして 、 タブセッ ト コンテナ内でク
リ ッ クする方法で、 タブセッ トの中に 4 つのタブを追加します。

4. 4 つのタブのそれぞれの Title プロパテ ィの設定を以下の順で行い
ます。

Orders
Customer Information
Billing Address
Shipping Address

Title プロパテ ィは、 Tab グループにあります。

5. "Customer Information" タブを選択して、以下の順でコンポーネン ト を追加
します。

customerView
customerInformationView

productChooser コンポーネン ト を前のタスクで追加したのと同なじ方法でド
ロップダウンリス トからコンポーネン ト を挿入します。

完成したタブセッ トは、以下のようになります。

Tab Set

Tab ボタン

view1

view2
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コンポーネン ト インスタンスに割り当てられるデフォルト名は、配置された
順序に依存するので、 コンポーネン ト を配置する順序は大変重要です。 この
後、 これらの名前でコンポーネン ト インスタンスを参照するコードを使用し
ます。 コンポーネン トに割り当てられた名前は、そのコンポーネン ト を選択
すると 、名前がプロパテ ィ タブに下図のように表示されます。

新規に配置されたコンポーネン トは、マスタ /詳細関係を持ちます。マスタ /
詳細関係は、自動的に 2 つのデータ構造を結合する親 /子供の関係を定義し
ます。親レコードが変更されると 、子供レコードは新しい親を反映するため
に自動的に更新されます。ページ全体のリフレッシュをすることな く動的に
この表示変更ができるのも 、 ActiveWeb技術の特徴です。 フォーム全体では
な く 、データのみがリフレッシュされます。  

6. "customerInformationView" コンポーネン ト を選択して、 Master Keys プロ
パテ ィの値の列をクリ ッ クしてマスタ /詳細プロパテ ィダイアログを表示し
ます。

下図のように、マスタ /詳細プロパテ ィ を設定します。
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値の設定は、選択ボタンを使っても直接値を入力してもどちらでも構いませ
ん。 OK ボタンをク リ ッ クし 、変更を保存して、ダイアログを終了します。

注 – このダイアログでは、 Master Keys, Detail Keys, Master Data Viewの 3 つの
プロパテ ィ を設定します。 これらのプロパテ ィのどの値の列をクリ ッ クしても 、
ダイアログを開く こ とができます。  

7. "Billing Address" タブで 、 addressView コンポーネン ト を追加します。

view3
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8. コンポーネン ト を選択して、以下のようにマスタ /詳細プロパテ ィ を設定し
ます。

上で行ったように、 Master Keys プロパテ ィの値の列をクリ ッ クして 、マス
タ /詳細プロパテ ィダイアログを開きます。図のように値を指定して、 OK
ボタンをク リ ッ クしてダイアログを終了します。

9. コンポーネン トが選択されたままの状態で、 ”Sql Optional Condition” プロパ
テ ィ を設定して請求住所を検索します。

このプロパテ ィ を設定するには、値の列をク リ ッ クして 、次に選択 ボタンを
ク リ ッ クして表示したダイアログに以下のクエリを入力します。

SHIPTO_CD = ‘BILLING’

OK ボタンをク リ ッ クし 、変更を保存して、ダイアログを終了します。
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SqlOptionalCondition プロパテ ィは、デフォルトの検索のパラ メータになり
ます。 この例では、同じデータビューが請求先と出荷先の住所に使用されて
います。動作を識別するために、 ここでは請求先住所にこのプロパテ ィ を使
います。後程、データビューを再利用しますが、そのときは出荷先住所のた
めにこのプロパテ ィ を使用します。 これは、再利用をどのように利用するか
の事例です。  

10. “Shipping Address” タブを選択して、 addressView コンポーネン ト を追加し
ます。

11. “addressView” コンポーネン トが選択された状態のままで、下図のようにマ
スタ /詳細プロパテ ィ を設定します。

12. コンポーネン トが選択された状態のままで、 “Sql Optional Condition” プロパ
テ ィに SHIPTO_CD = 'SHIPPING' 　 を設定します。

13. "Orders" タブを選択して、 orderView コンポーネン ト を追加します。  

view5
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14. “orderView” コンポーネン トが選択された状態のままで、下図のようにマスタ
/詳細プロパテ ィ を設定します。

15. 同じ "Order" タブで 、以下のように orderDetailView コンポーネン ト を追加し
ます。

view5

view6
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このタブにコンポーネン ト を追加したら 、 タブをリサイズしてコンポーネン
トすべてが表示されるようにします。  

16. コンポーネン トが選択された状態のままで、下図のようにマスタ /詳細プロ
パテ ィ を設定します。

新しい注文が登録されるとき 、 このデータビューが追加モードに変わるよう
にソースコードを追加する必要があります。  

17. orderView コンポーネン ト （ view5 ） を選択します。

18. ソースタブをク リ ッ クして 、 "DATA VIEW view5 extends 
Components.orderView"のコードを探します。その左括弧のすぐ下に次のイ
ベン トセクシ ョ ンを追加します。

AFTER ADD
   {
         session.queueCommand("CLEAR_TO_ADD","view6");
    }

このイベン トセクシ ョ ンは、 ADD操作が完了した後に実行されます。 この
例では、 CLEAR TO ADD コマンドの orderDetail ビューに対する実行が処理
待ちキューに入れられました。キューコマンドは、開発者がプログラムでコ
マンドの実行を管理するためのものです。キューコマンドは、入れられた順
番で処理がされます。 コマンドが完了すると 、アプリケーシ ョ ンはエンドユ
ーザにフォーカスを戻します。

19. プロジェク ト  > 変更分のみ Make を選択します。

これで、アクテ ィ ビテ ィ フォームを組み立てる準備が整いました。
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タスク  6: ActiveWeb
コンポーネン ト をアクテ ィ
ビテ ィ フォームに配置 8
各アクテ ィ ビテ ィ フォームは、 masterView コンポーネン ト を使用します。

コンポーネン ト を使用すると NXJ アプリケーシ ョ ンのメンテナンスの生産性が飛
躍的に向上します。一旦、 フォームにコンポーネン トのインスタンスが配置され
ると 、それは、その親クラスの定義と関連付けられます。定義を変更する場合、
その変更は自動的に各インスタンスに適用されます。

このタスクは、次のサブタスクからなります。

サブタスク  1: Start_Order フォームの完成
サブタスク  2: View_Order フォームの完成
サブタスク  3: Receive_Order フォームの完成
サブタスク  4: Fill_Order フォームの完成
サブタスク  5: Receive_Payment フォームの完成

この PDF ファイルからこのタスクで使用するコードを直接コピーできます。

サブタスク  1: Start_Order フォームの完成

以下の手順で、 Start_Order フォームにコンポーネン ト を追加します。  

1. Unify NXJ開発ツールのプロジェク ト タブで 、 Start_Order フォームをク リ
ッ クして 、開きます。

2. ツールバーのコンポーネン トのドロップダウンリス トから 、 masterView を
選択します。
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3. デザインパネルで、下図のように既存のフ ィールドの下に masterView コン
ポーネン ト を配置します。

このフォームには、プロセスオペランドを更新してビジネスプロセスを起動
する新規のコマンドが必要です。

4. ソースタブをク リ ッ クします。

5. スクリプ トの最初の左括弧のすぐ下に以下のコマンド定義を入れます。

COMMAND startProcess
    {
        box1.Order_Number = 
view1.tabset1.view5.ORDER_NUMBER;
        box1.Process_Title = "Order # " + 
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box1.Order_Number;
        box1.CUST_CD = view1.tabset1.view1.CUSTOMER_ID;
        box1.Process_Invoker = 
view1.tabset1.view1.FIRST_NAME;
        session.queueCommand("Start_Process");
    }    

このコマンドでは、プロセス変数 （ オペランド ） の初期化をします。一旦、
初期化されると 、プロセスをスタートするためのコマンドがキューに入りま
す。

6. デザインパネルで、 フォームの上部にある Order Complete ボタンを選択し
ます。

7. その Command プロパテ ィに "startProcess" を設定します。

デフォルトで 、 このボタンの Command プロパテ ィには、 "Start Process" シ
ステムコマンドが設定されていますが、 このアプリケーシ ョ ンで使用するコ
マンドではありません。

サブタスク  2: View_Order フォームの完成

以下の手順で View_Order フォームにコンポーネン ト を追加します。  

1. プロジェク ト タブで 、 View_Order フォームをク リ ッ クして開きます。

2. 前のタスクと同じ手順で、 フォームに masterView コンポーネン ト を配置し
ます。

3. "Customer Information" タブをク リ ッ クして 、左の方にある view1 という名
前のデータビュー (customerView) を選択します。  

4. 下図のように、 このデータビューのマスタ /詳細 プロパテ ィ を設定します。
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5. Orders タブをク リ ッ クして 、上部にある view5(orderView) を選択します。  

6. 下図のようにマスタ /詳細プロパテ ィ を設定します。

最新の注文だけが、データビューの生成に使われます。

7. デザインパネルで、 Orders タブをク リ ッ クして 、 New Order ボタンを選択
します。

8. “Visible” プロパテ ィのチェ ッ クを外します。

9. プロジェク ト  > 変更分のみ Make を選択します。

10. ファイル > すべて保存 を選択します。
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サブタスク  3: Receive_Order フォームの完成

サブタスク 2 と同じ内容を Receive_Order フォームに対して繰り返します。

サブタスク  4: Fill_Order フォームの完成

サブタスク 2 と同じ内容を Fill_Order フォームに対して繰り返します。

サブタスク  5: Receive_Payment フォームの完成

サブタスク 2 と同じ内容を Receive_Payment フォームに対して繰り返します。

新規プロセスを起動する準備が整いましたので、すべてのステップを始めて新し
い機能を確認して く ださい。
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タスク  7: アプリケーシ ョ ン
の配備と実行 9
アクテ ィ ビテ ィ フォームが完成したので、実行環境でアプリケーシ ョ ンを見てみ
ます。アプリケーシ ョ ンを一通り行うには、 タスク 3 で行ったのと同様にユーザ
コ ミ ュニテ ィの様々なロールでログインをする必要があります。

注 – このタスクを実行するために、 ordmgmt プロパテ ィプロジェク ト を使用して
いる場合、最初にタスク 3のサブタスク 2のステップ ７に説明されているよう
に、 OrdMgmt プロセスをアップロードする必要があります。

このタスクは以下のサブタスクからなります。  

サブタスク  1: アプリケーシ ョ ンの配備 
サブタスク  2: OrdMgmt プロセスを起動して Star_Order フォームから

注文登録

サブタスク  3: Receive_Order フォームを使用している注文を承認
サブタスク  4: Fill_Order フォームを使用して注文の出荷状況を示す 
サブタスク  5: Receive_Payment フォームを使用して注文の代金回収状況を

示す

サブタスク  1: アプリケーシ ョ ンの配備 
以下の手順でアプリケーシ ョ ンを配備し 、実行します。

1. Unify NXJ開発ツールのメニューから 、プロジェク ト  > すべて Make を選択
します。  
数秒後に、 メ ッセージパネルのコンパイルタブに "Make終了 " のメ ッセージ
が表示されます。

2. Unify NXJ開発ツールのメニューから 、  プロジェク ト  > 配備 を選択します。

数秒後に、アプリケーシ ョ ンが構築されて、アプリケーシ ョ ンサーバに配備
されます。
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データソースの作成ダイアログが表示されたら 、はい ボタンをク リ ッ クしま
す。

3. Web ブラウザから次の URL を呼び出します。

http://localhost:8080/ControlCenter/BPMAdmin/Login

ActiveWorkflow管理者のための ActiveWorkflow ログインページが表示され
ます。

サブタスク  2: OrdMgmt プロセスを起動して 
Start_Order フォームから注文を登録

Start_Order フォームは、 OrdMgmt プロセスのインスタンスを作成する Start 
Process コマンドを ト リガします。ユーザ Dave には、プロセスを作成する権限
を与えています。

1. ActiveWorkflow ログインページで、次の内容を入力して 、ログインボタンを
ク リ ッ クします。

ユーザ名 : dave
パスワード : dave

ActiveWorkflow管理画面が表示されます。
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2. 個人ワークフローリス ト をク リ ッ クします。
Daveのプロセスリス トが表示されます。 これは、 Daveが起動することので
きるリス トです。 OrdMgmt プロセスが表示されていない場合、 タスク 3 の
サブタスク 4 のステップ 1から 9 に従って追加する必要があります。

3. 個人ワークフローリス トの MyBusinessProcess/OrdMgmt リンクをク リ ッ
クします。

OrdMgmgt プロセスは、 インスタンスが作られて、プロセスのこのステップ
に関連付けられた Start_Order フォームが表示されます。
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4. Orders タブで 、 New Order ボタンをク リ ッ クします。  

ORDER_NUMBER 、 ORDER_DATE 、 INVOICE_NUMBERが自動的に付
与された新規注文が Orders タブのデータビューに作成されます。 この注文
番号はデータビューの下のほうにも表示されます。プロセスの後半で注文を
識別するために必要になるので、注文番号は控えておきます。 （ タスク 3の
結果としてアクテ ィ ビテ ィ リス トにまだ注文がある場合 ）

5. product Description ドロップダウンリス トから少な く とも一つの項目を選ん
で注文をサービス作成します。

グリ ッ ドに選択された項目が追加されるとすぐに新規の空の行が次の項目の
ために作成されて、選択されていることに注目して く ださい。また、 Total
フ ィールドには、項目の価格が反映されています。

必要に応じて 、繰り返し行って く ださい。

6. フォームの左上のところにある Order Complete ボタンをク リ ッ クします。

Start_Order フォームのウィ ンドウは閉じられます。 Daveが入力した注文は
登録されて、プロセスの次のアクテ ィ ビテ ィ  Receive Order に移動します。  

サブタスク  3: Receive_Order フォームを使用して
注文を承認

1. ActiveWorkflow管理者をログアウト して 、営業グループのメンバの Alice で
ログインします。 ActiveWorkflow ログインページで、次の入力をしてログイ
ンボタンをク リ ッ クします。

ユーザ名 : alice
パスワード : alice

2. アクテ ィ ビテ ィ リス ト タブをク リ ッ クします。

ReceiveOrder アクテ ィ ビテ ィ を含むアクテ ィ ビテ ィ リス トが表示されま
す。

3. 名前列にある MyBusinessProcess/Receive Order リンクをク リ ッ クしま
す。  
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Receive_Order フォームが表示されます。注文情報は Orders タブに表示さ
れます。

4. Receive_Order フォームで、 Approved ボタンをク リ ッ クします。

Receive_Order フォームウィ ンドウは閉じられます。 Aliceが承認した注文
は、次のアクテ ィ ビテ ィ  Fill Order に移動します。
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5. アクテ ィ ビテ ィ リス トページをリフレッシュします。  

注文は、 Aliceのリス トから削除されます。

サブタスク  4: Fill_Order フォームを使用して
注文の出荷状況を示す

1. ActiveWorkflow管理者をログアウト して 、出荷グループのメンバの Bob でロ
グインします。 ActiveWorkflow ログインページで、次の入力をしてログイン
ボタンをク リ ッ クします。

ユーザ名 : bob
パスワード : bob

2. アクテ ィ ビテ ィ リス ト タブをク リ ッ クします。

Fill Order アクテ ィ ビテ ィ を含むアクテ ィ ビテ ィ リス トが表示されます。

3. 名前列の MyBusinessProcess/Fill Order リンクをク リ ッ クします。
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Fill_Order フォームが表示されます。注文情報は、 Order タブに表示されま
す。

4. Fill_Order フォームで、 Filled ボタンをク リ ッ クします。

Fill_Order フォームウィ ンドウは閉じられて、プロセスは Receive Payment
アクテ ィ ビテ ィに移動します。

5. アクテ ィ ビテ ィ リス トページをリフレッシュします。

注文は Bobのリス トから削除されます。  
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サブタスク  5: Receive_Payment フォームで注文の
代金回収状況を示す

1. ActiveWorkflow管理者をログアウト して 、経理グループのメンバの Charlie
でログインします。 ActiveWorkflow ログインページで、次の入力をしてログ
インボタンをク リ ッ クします。

ユーザ名 : charlie
パスワード : charlie

2. アクテ ィ ビテ ィ リス ト タブをク リ ッ クします。

Receive Payment アクテ ィ ビテ ィ を含むアクテ ィ ビテ ィ リス トが表示されま
す。

3. MyBusinessProcess/Receive Payment リンクをク リ ッ クします。
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Receive_Payment フォームが表示されます。注文情報は Order タブに表示
されます。

4. Receive_Payment フォームで、 Done ボタンをク リ ッ クします。

Receive_Payment フォームウィ ンドウは閉じられます。注文処理は完了しま
す。  

5. アクテ ィ ビテ ィ リス トページをリフレッシュします。  

注文は Charlieのリス トからは削除されます。

これで 、 ActiveWorkflow チュート リアルを終了します。  
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